
COVID-19 および

COVIDｰ19 後遺症に使用される薬剤
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｢肺の日｣市民公開講座

坪井病院 薬剤部 関根 悠



本日の内容

• COVID-19 の治療薬について

• COVID-19 後遺症における

間質性肺炎の治療薬について

治療薬の説明になるため、専門的な内容になってしまう部分があり

ますが、｢こんな薬を使ってるんだな｣とお聞きください。



本日の内容

•COVID-19 の治療薬について

•COVID-19 後遺症における
間質性肺炎の治療薬について



坪井病院 COVID-19 治療方針
CT：肺炎なし CT：肺炎あり

血中酸素濃度≧ 94% 血中酸素濃度＜ 94%

軽症 中等症 Ⅰ

酸素投与は不要 カヌラ 6/min未満 ネーザルハイフロー
気管挿管, 人工呼吸器

中等症 Ⅱ 重症

︡ טּ

ḱ ṕ3 or 5 )

ḱ

+

+

D-dimer ≧ 正常の3倍時
ヘパリン1万単位/日

ヘパリン1万単位/日

ẑ טּ
ḱPSL20mg or DEX 6.6mg 

バイタルサイン 3検バイタルサイン 1検

2022年4月26日

+



レムデシビル(ベクルリー®)



坪井病院 COVID-19 治療方針
CT：肺炎なし CT：肺炎あり

血中酸素濃度≧ 94% 血中酸素濃度＜ 94%

軽症 中等症 Ⅰ

酸素投与は不要 カヌラ 6/min未満 ネーザルハイフロー
気管挿管, 人工呼吸器

中等症 Ⅱ 重症

︡ טּ

ḱ ṕ3 or 5 )
ḱ

+

+

D-dimer ≧ 正常の3倍時
ヘパリン1万単位/日

ヘパリン1万単位/日

ẑ טּ
ḱPSL20mg or DEX 6.6mg 

バイタルサイン 3検バイタルサイン 1検

2022年4月26日

+



レムデシビル (ベクルリー®)

• レムデシビルは

COVID-19 の原因であるウイルスの

増殖を抑える抗ウイルス薬

• 点滴の薬であり、3 日間または 5 日間連日の投与

• 主な副作用として

悪心 (気持ちわるさ)、AST,ALT 上昇 (肝機能障害)【１～4 %】

• 重大な副作用として

肝機能障害、過敏症 (アナフィラキシーなど)

ｷﾞﾘｱﾄﾞ･ｻｲｴﾝｼｽﾞ社HP,添付文書より



モルヌピラビル (ラゲブリオ®)



坪井病院 COVID-19 治療方針
CT：肺炎なし CT：肺炎あり

血中酸素濃度≧ 94% 血中酸素濃度＜ 94%

軽症 中等症 Ⅰ

酸素投与は不要 カヌラ 6/min未満 ネーザルハイフロー
気管挿管, 人工呼吸器

中等症 Ⅱ 重症

︡ טּ

ḱ ṕ3 or 5 )
ḱ

+

+

D-dimer ≧ 正常の3倍時
ヘパリン1万単位/日

ヘパリン1万単位/日

ẑ טּ
ḱPSL20mg or DEX 6.6mg 

バイタルサイン 3検バイタルサイン 1検

2022年4月26日

+



モルヌピラビル (ラゲブリオ®)

• モルヌピラビルは

COVID-19 の原因であるウイルスの

増殖を抑える抗ウイルス薬

• 飲み薬であり、18 歳以上のみ使用可能

通常、1 日 2 回 1 回 800 mg (4 カプセル) 5 日間連日内服

• 主な副作用として

下痢、悪心 (気持ち悪さ)、めまい、頭痛【1～5%】

• 重大な副作用

過敏症 (アナフィラキシー)

2.17cm

MSD社HP,添付文書より



レムデシビル(ベクルリー®)

モルヌピラビル (ラゲブリオ®)

どちらも｢ウイルスの増殖を抑える薬｣だけど

はたしてどこに効いてるの？



コロナウイルスの
増殖機序
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・レムデシビル
・モルヌピラビル
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バリシチニブ (オルミエント®)



坪井病院 COVID-19 治療方針
CT：肺炎なし CT：肺炎あり

血中酸素濃度≧ 94% 血中酸素濃度＜ 94%

軽症 中等症 Ⅰ

酸素投与は不要 カヌラ 6/min未満 ネーザルハイフロー
気管挿管, 人工呼吸器

中等症 Ⅱ 重症

︡ טּ

ḱ ṕ3 or 5 )
ḱ

+

+

D-dimer ≧ 正常の3倍時
ヘパリン1万単位/日

ヘパリン1万単位/日

ẑ טּ
ḱPSL20mg or DEX 6.6mg 

バイタルサイン 3検バイタルサイン 1検

2022年4月26日

+



バリシチニブ (オルミエント®)

• バリシチニブは

免疫に関連する酵素に作用することで

炎症を引き起こすたんぱく質を低下させる薬

• 飲み薬であり、レムデシビル (点滴) と一緒に使用

通常、1 日1 回 1 回 4 mgの内服 (当院では1 回 2 錠) 14 日間以内の内服

• 主な副作用として

上気道感染症(鼻炎、扁桃炎など)、コレステロール上昇【10 %以上】

• 重大な副作用として

感染症 (帯状疱疹、肺炎など)、静脈血栓塞栓症 (血管が詰まる)
日本ｲｰﾗｲﾘﾘｰ社HP,添付文書より



本日の内容

•COVID-19 の治療薬について

•COVID-19 後遺症における
間質性肺炎の治療薬について
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• ステロイド薬には

｢炎症を鎮める｣、｢免疫を抑える｣効果がある

COVID-19 の治療でも使用しますが、肺の炎症を抑える大切な薬

• ステロイド薬の使い方は点滴、飲み薬、塗り薬など様々

ステロイドパルス (大量) 療法など

使用する使い方や量は患者さんごと、病気の重症度や体重で決まる

• 主な副作用として

感染症、胃潰瘍、骨粗鬆症(骨がもろくなる)、精神・神経障害 (不眠 など)

高血圧、高血糖、むくみ、満月様顔貌(顔が丸くなる) など

ステロイド薬
・プレドニゾロン
・メチルプレドニゾロンなど

塩野義社HP,添付文書より



免疫抑制薬

• 免疫抑制薬には

強力に免疫を抑える効果がある

異常な免疫反応は肺に炎症を起こしてしまうため

その異常な免疫を抑える目的で治療に使用される

• 基本は飲み薬だが、内服できない場合は点滴

間質性肺炎の場合はステロイド薬と組み合わせて使用される

• 副作用として

感染症、腎機能障害、肝機能障害、高血圧、高血糖 など

ステロイドによる免疫力の低下もあるためḇ τψ Ӫ!!

・シクロスポリン
・タクロリムス など

東和薬品社HP,添付文書より



抗線維化薬

• 抗線維化薬肺は

肺の線維化 (肺が固くなってしまう) を防ぐ作用がある

ステロイド薬や免疫抑制薬で効果が不十分の場合に使用

• 飲み薬であり使用する量は

患者さんの年齢や状態などで変化していく

• 副作用として

下痢、肝機能障害、食欲の低下

光線過敏症 (日光にあたると皮膚に炎症が起こる) など

・ニンテダニブ

日本ﾍﾞｰﾘﾝｶﾞｰｲﾝｹﾞﾙﾊｲﾑ社HP,添付文書より



まとめ

• 医療を提供する医療従事者、治療を受ける患者さん

様々な情報が溢れていますが正しい情報を得ることが大切です

• 副作用は怖いものであり、不安になることもあるかと思います

副作用対策 (副作用が出た時の行動や薬) によって副作用の症状

を軽減できる可能性があります

治療や薬のことで悩んでいる場合、一度相談してみては？


